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特集展示禰!Ji!物語と大津
会期：令和6年(2024)1月10日（水）～令和7年(2025)2月2日（日）

源氏物語届紐佳致g」土佐況茜筆紐缶釜地薔奎安土桃山時代(16世紀～17世紀） 石山寺蔵

今や世界中で愛される 「源氏物語」。その中でも主人公の光源氏が初めてヒロインである紫の上を目にする「若紫」

は、最も有名な場面の一つとされます。作者の土佐光吉 （153q~1613)は、大和絵を主とする土佐派の絵師で、『源

氏物語」に取材した作品を多〈手掛けました。



I 「源氏物語と大津」開催前夜

それは昨年 (2022年）の5月のことでした。 2024年

の大河ドラマが「光る君へ」と題し、紫式部を主人公にし

たものになると＼ヽうニュースが流れたのは。大津市には、

紫式部が 『源氏物語』を書き始めた場所として伝わる石山

寺があリ、当時の私は「何か展示しな＼ヽとかなぁ」程度に

しか考えておリませんでした。それがまさかこんなことに

なるとは ・・・。

それから 2、3ヶ月後のある日、大河ドラマの放映に合

わせて、当館の常設展示室を改修し、約 1年間にわたっ

て「源氏物語』や紫式部に関する展示を行うことが決まっ

たのです。

そこからは怒涛の日々でした。早急に次年度予算を

組まな〈てはなリませんが、展示の概要書を一から作るとこ

ろから始まリ、それをもとに様々な経費の見積リを依頼して

予算書を作成し、それがひと段落つ＼ヽたら 10月が終わって

＼ヽました。休む間もな〈、次の仕事として実際に展示の中身

を具体的に決めて＼ヽかなければなリません。しかし、当館に

は『源氏物語』や紫式部にちなんだ作品と＼ヽうのは少なく、

とても 1年間展示を行うだけの質 ・量ではあリませんでした。

I 「源氏物語と大津」開催に向けた調査

そこで、 『源氏物語」や紫式部に関する資料を数多くお

持ちの石山寺にご協力をお願いし、石山寺の所蔵品を中

心に、展示を構成することになリました。 となると必要に

なるのが、石山寺の所蔵品の調査です。

石山寺には、 『源氏物語』や紫式部に関連する資料が数

百点規模で伝えられておリ、石山寺文化財綜合調査団に

よって、現在も調査が継続して行われて＼ヽます。当館とし

ては、石山寺のご協力のもと、調査団が未着手の部分を中

心に調査団による調査の補完として調査を進めて＼ヽきま

した。その結果、これまで知られて＼ヽなかった資料も数多

く見出されました。

そこで本展では、石山寺の所蔵品で著名なものはもち

ろんのこと、新たに見出された資料につ＼ヽても積極的に

展示し、石山寺を中心に、『源氏物語」と大津の関わリに

つ＼ヽ て紹介して＼ヽ きた＼ヽ と思＼ヽ ます。

I 知られざる紫式部図の数々 I 

さて、石山寺と 『源氏物語』や紫式部といわれて、恐ら〈

皆さんの共通イメージとして思＼ヽ浮かぶのが、石山寺が所蔵

と さみつおき

する土佐光起 （1617~q1)筆「紫式部図」だと思＼ヽます。

紫式部のメインビジュアルとしてよく目にする作品ですが、

残念ながら損傷等の影響で修理する予定のため本展には

出陳されません。ですが皆さん、 ご安心くださ＼ヽ。石山寺

には、土佐光起筆の紫式部図が、次頁のとおリ他に 3点も
と さみつなリ

伝わって＼ヽ て、 さらには息子の土佐光成 (1647~1710) 

の作品までもあリます。
かのうたかのぷ きよはらゆきのぶ

これら以外にも、狩野孝信 (1571~1618)や清原雪信

(1 643?~82?)と＼ヽった狩野派の他、様々な絵師によっ

て描かれた紫式部図が収蔵されて＼ヽます。本展示では、

スペースの都合上すべてを展示することはできませんが、

注目作品を厳選して展示する予定ですので、この機会に

ぜひ多様な紫式部図をご覧＼ Iただきた＼ヽ と思＼ヽ ます。

I 少しずつ見えてきた、石山寺＝源氏物語の聖地 I 

本展は、石山寺で紫式部が 『源氏物語」を書き始めた

と＼ヽう伝承を出発点として＼ヽます。史実として、紫式部が

石山寺に来た記録と＼ヽうものはあリません。 しかし、

①当時石山寺に参詣するのが貴族のブームだった、 ②特
ふじ わらみち つなのI出 すがわらたかすえのじすめ

に女性作家（藤原道網母、和泉式部、菅原孝標女など）

も多く参詣して＼ヽ た、 ③紫式部が仕えて＼ヽたとされる藤原

道長夫妻は頻繁に石山寺へ参詣して＼ヽるなどの点をみれ

ば、当時から文化人として著名だった紫式部が石山寺に

参詣した可能性は十分考えられます。

それでは、具体的にどのように石山寺が 「源氏物語』起

筆の場として定着して＼ヽったのでしょうか。石山寺に伝

わる重要文化財「石山寺縁起絵巻」巻4には、紫式部が

『源氏物語』を書〈きっかけとなった縁起が見られます。
lょ；し

それによると、紫式部が彰子 （道長の娘で一条天皇の中宮）
せん L

に仕えていた時に、選子内親王 （村上天皇の第 10皇女）

から彰子のもとに珍し＼ヽ物語が求められ、彰子は紫式部

に新たな物語の執筆を命じました。紫式部が執筆の祈

願のため石山寺に 1週間籠って祈リ続けて＼ヽたところ、

琵琶湖がはるばると見渡せて心が晴れやかとなリ、様々

な情景が目に浮かびました。 しかし、近くに紙が無かっ

たので、 「大般若経』の裏に書き付けました。これが

『源氏物語』の始まリと記されて＼ヽます。この詞書に続〈絵
みす

を見てみると、御簾をよけて遠くを見る紫式部と、湖面に

映る月が4紙にも渡って広々と描かれて＼ヽます。

実際に紫式部がどこで 「源氏物語』を書＼ヽたのか詳細

は不明ですが、鎌倉時代に入るとこのような 『源氏物語』

の起筆伝承と＼ヽうものが語られるようになリます。しかし、
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初期のものには選子内親王からの依頼で、彰子が紫式部

に新しい物語の執筆を命じたことのみ記されます。石山

寺を起筆の場とするのは、南北朝時代から室町時代にか
よつつじよし なリ

けての公家である四辻善成 (1326~1402)による源氏
かか＼ヽLょう

物語の注釈書 「河海抄」が著名です。この中では、「石山

寺縁起絵巻」に記される石山寺起筆伝承が記されていま

す。この 「河海抄」に記される起筆伝承が、「石山寺縁起

絵巻」と並んで現在広く知られて＼ヽるものでしょう。

そして、その起筆伝承が広まったひとつのきっかけが、
さん［ょiにしさねたか

三条西実隆 （1455~1537)という室町時代の公家の存
さねたかこうき

在だったと考えられます。 「実隆公記」と＼ヽう 60年以上も

書き続けた日記が著名ですが、文学の世界では歌人とし

ても著名で、かつ 「源氏物語」の注釈書も執筆しておリ、

天皇 ・将軍 ・公家 ・武家に広く 「源氏物語」の講釈を行っ

ています。また、実隆は生涯で何度も石山寺に参詣して
さんえだ

おリ、和歌を詠み奉納して＼ヽます。さらに子の公条 （枝）、
さね き

孫の実枝の3代に渡って相次いで 「源氏物語jの注釈書

を著しておリ、室町時代には実隆の家系を中心に 「源氏

物語」の講釈が行われました。

ここで注目した＼ヽのが、先に紹介した紫式部による 「源

氏物語」起筆の場面が描かれる 『石山寺縁起絵巻」巻4

です。この巻は明応6年 (14q7)に制作されておリ、そ
:ti!がき

の実隆が詞書を執筆しているのです （重要文化財「石山寺

縁起絵巻」は全7巻として伝わリますが、鎌倉時代末に

作リ始めた際は3巻のみで、徐々に描き足されて現在の

形になったとされます）。詞書そのものにつ＼ヽては制作当

初に成立して＼ヽたとされますが、室町時代における 「源氏

物語』の第一人者たる実隆が 「源氏物語jの石山寺起筆

伝承の場面の詞書を書いたことは、ある意味その伝承に

権威付けがされたと見ることができます。それは、子であ

る公条にも引き継がれ、宮内庁三の丸尚蔵館所蔵の前関

白九条植通が土佐光元に描かせた「紫式部観月図」には

公条による讃があリ、石山寺起筆伝承が記されて＼ヽます。

この三条西家による起筆伝承の流布の影響は、藤原

定家以来の新しい古典として、江戸時代を通じて多〈の

文化人が実隆になら＼ヽ石山詣を行＼ヽ、和歌を奉納して＼ヽ

ることからもうかがえます。それと呼応するように、紫式

部の肖像や起筆の場面を描〈観月図が数多〈制作される

ようになったと考えられます。

「源氏物語と大津」開催まであと少し！， 1 

特集展示「源氏物語と大津」は、「光る君へ」の初回が

放映 （令和6年 1月7日予定）されたす ぐ後の令和6年

1月10日（水）から、大河ドラマが終わって余韻に浸っ

た後の令和7年2月2日（日）まで開催する予定です。会

期中は6期に分けてほぼ全て展示替えを行＼ヽます。また、

ロビーではフォトスポットやデジタルコンテンツを設置し、

広＼ヽ世代の方々に楽しみながら 「源氏物語」に親しんでも

らう趣向も計画しておリ、さらに、本展に合わせたオリ ジ

ナルグッズも鋭意製作中です。

そして、石山寺では豊浄殿での展示に加えて、大河

ドラマ館が設置され、平安文化に関する展示も行われま

す。また、紫式部の父である藤原為時が出家したと伝わ

る三井寺でも、紫式部や 「源氏物語」にちなんだ特別公開

が行われる予定です。

この機会に、ぜひ紫式部や 「源氏物語」と大津の関係に

つ＼ヽて知って＼ヽただき、大津の豊かな歴史と文化を体験

して＼ヽ ただければ幸＼ヽ です。

（学芸員 鯨井清隆）

①
 

②
 

③
 

④ ⑤ ⑥ 

① 紫式部観月図土佐光起筆江戸時代石山寺蔵

②紫式部固土佐光起筆江戸時代石山寺蔵

③紫式部固土佐光起筆江戸時代石山寺蔵

④紫式部観月図土佐光成筆江戸時代石山寺蔵

⑤紫式部図土佐光成筆江戸時代石山寺蔵

⑥紫式部園土佐光成筆江戸時代石山寺蔵
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【コラム】
む げ―うほんぞん

本福寺門徒に伝わる「無尋光本尊」

1 0月7日（土）から 11月1q日 （日）まで当館で開催し
かたた

た親鸞聖人生誕850年記念企画展「近江堅田本福寺」
はうflうもつ

では、本福寺の貴重な法宝物 （浄土真宗の教えに関わる

宝物）を一堂に展観しました。それに加えて、本福寺だけ

ではな〈、その門徒に伝来した法宝物も何点かご出陳＼ヽ

ただ〈ことができました。今回はその中から、本福寺門前
[ 9 ；じ

の門徒に伝わった「無旱光本尊」と呼ばれる形式の十字

忍五っ＼ヽてご紹介します 【図1】。

| 「無尋光本尊」とは？ I 

本福寺門前の門徒のお宅には、阿弥陀如来絵像、墨書

六字名号、そして今回ご紹介する無旱光本尊 （以下、本

図）の3点の法宝物が伝わっています。この個人宅の家
あとがき

系は、本福寺所蔵の中世記録「本福寺跡書」の「本福寺

毎年十ニヶ月之念仏御頭之事」で11月分を担当したと記
おおきたりょ うえ

される「大北兵衛」の子孫にあたると思われる、有力な本

福寺門徒でした。これらの法宝物も大北兵衛の道場 （門

徒の集会場所）に伝来したものである可能性があリます。
れんだい

まずは、本図を見てみましょう。蓮台 （蓮の花の台）の
きJ.けじんじっぽうむげこうによら 1ヽ

上に「帰命盛十方元尋光如来」の十字を表し、その周囲に

48条の光明 （光の線を表現して＼ヽます）を描きます。「帰

命」とは「帰依する」という意味で、「盛十方元尋光如来」

は阿弥陀如来の別称です。つまリ「帰命盛十方元旱光如

来」の十字で、阿弥陀如来への帰依を強調して＼ヽること

になリます。名号の上下には3つの区画に分けた色紙型

を配し、上部には 『無量寿経』、下部には 「浄土論jを讃

文として記します。彩色などの保存状態は比較的良好で

すが、本図向かって右下部は後補の絹に替わって＼ヽます。

このような形式をもつ名号は、本願寺蓮如上人 (1415

~qq)が考案したものとされ、無旱光本尊と通称され

ます。蓮如上人は室町時代に本願寺住持として活躍し、

本願寺を浄土真宗の中心勢力となるまで発展させた人物

です。無旱光本尊は、蓮如上人が本願寺住持を継職した

後の長禄2年 (1458)から、本願寺が延暦寺によって破

却 （「寛正の法難」）される寛正6年 (1465)までを中心に

末寺の本尊として下付されました。

本福寺は、第3世住職の法住が蓮如上人と密接な関係

を持ったことから、湖西の本願寺門流の重要拠点として

［図 1】十字名号絹本著色江戸時代個人蔵

成長して＼ヽきます。ですから、本福寺の門徒にこのような

無旱光本尊が伝わって＼ヽるのは、一見ご〈自然のことのよ

うにも思えます。

ところが、無尋光本尊は、絹に描かれ、丁寧な彩色や

金を伴う非常に豪華な法宝物で、普通は本願寺配下の
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有力寺院にだけ与えられるものです。本来であれば、本

福寺の門徒、つまリ本願寺の門徒のそのまた門徒に与え

られるものではあリません。このような無旱光本尊が個人

宅に伝わって＼ヽると＼ヽうのは本当に珍し＼ヽことで、他に同

様の事例は知られていません。展覧会の準備のためにお

宅に伺って、本図を拝見した時には、とても衝撃を受ける

とともに、なぜこんなにも立派な無尋光本尊が個人のお

宅にあるのかと、頭を抱えてしまったことをよく覚えて＼ヽ

ます。

| 「無尋光本尊」が語ること 1 

では、本図は、＼ヽつ作られたもので、なぜこのお宅に

伝来したのでしょうか？

無尋光本尊は基本的に蓮如上人あるいはその跡を継い

だ実如上人 (1458~1525)の頃、つまリ室町時代にし

か制作されませんでした。短＼ヽ期間しか作られなかったの

は、寛正6年 (1465)の「寛正の法難」の時に比叡山延暦

寺から無尋光本尊を強く批判されたからです。したがって、

本図も蓮如や実如の時代のものと考えた＼ヽところですが、

それは少し難し＼ヽところがあリます。

実は、室町時代の絵絹は、絹目が粗＼ヽと＼ヽう傾向があ

リます。例えば、本福寺所蔵で長禄4年 (1460)に蓮如

から与えられた十字名号の絹の拡大写真 【図2】を見ると、

上記の傾向が見て取れます。一方で、本図に用＼ヽられて
ちみつ

いる絹の拡大写真 【図3】は絹目が非常に緻密で、その違

＼ヽは一目瞭然です。これだけ違うととても近＼ヽ時代のもの

とは言えません。本図のような緻密な絵絹は、江戸時代

によ〈みられるものです。

さらに、個人蔵の無尋光本尊にはやや線にゆがみがあ

リます。例えば、上下の讃文と絵の境界線がやや右肩下

がリである点などです 【図1】。現在知られて＼ヽる蓮如上

人や実如上人の時代に制作された無尋光本尊にはこのよ

うなゆがみは見受けられません。

以上の点を総合して考えると、本図は、やはリ室町

時代までさかのぼるものではなく、江戸時代の初め頃に

蓮如の時代に制作された無尋光本尊を写して作られたの

ではな＼ヽかと推測できます。もしこの推測が当たって＼ヽる

とすれば、このような精巧な写しをわざわざつくるきっか

けや、どこの無旱光本尊を写したのかなど、様々な興味

深＼ヽ問題が浮かんできます。特に、上下の讃文の筆跡は

蓮如上人の筆跡に非常に近く、手が込んでいます。これ

らの点につ＼ヽては、今後の課題です。

［図 2]十字名号 （部分）本福寺蔵 ※ 1目盛＝ 1mm

【図 3】十字名号（部分）個人蔵 ※ 1目盛＝2mm

I 本福寺門徒の奥深さ I 

ここまで、堅田の個人蔵十字名号から考えられること

を述べてきました。このお宅には、本図だけでなく阿弥陀

如来絵像、墨書六字名号が伝わっておリ、阿弥陀如来絵

像は室町時代の作、墨書六字名号は蓮如上人自筆のもの

です。かつての本福寺の有力門徒につながるお宅とは＼ヽ

え、中世の法宝物2点に加え、無旱光本尊までもが残る
けう

と＼ヽうのは、稀有なことです。堅田と＼ヽうところの由緒の

深さや、人々の信仰の篤さが垣間見える事例と言えるの

ではな＼ヽでしょうか。今後も、本福寺とその周辺の宗教

空間の奥深さをご紹介して＼ヽきた＼ヽと思＼ヽます。

（学芸員柘植健生）

5 



収蔵品紹介
ひらのぼせつ

保永堂•栄久堂板近江ハ景之内比良暮雪歌川広重画 （縦 25.7cm、横 38 . 1cm) 

海外で、「霧と雪と雨の芸術家」と例えられたように、

歌川広重 （17q7~1858)の表現した浮世絵風景版画の

世界は、情趣の魅力にあふれて＼ヽます。広重は30代後

半にして名所風景版画の仕事で成功し始めましたが、近

江の名所風景はその頃から最晩年に＼ヽたるまで手がけ続

けて＼ヽ ます。

中でも傑作のひとつに数えられる保永堂 ・栄久堂板の近

江八景之内は、従来の名所絵としての近江八景とは異なリ、

広重の視点で捉えた実景をもとに、臨場感あふれる風景画

に近くなっておリ、革新的な近江八景を表現して＼ヽます。

この度当館では保永堂・栄久堂板のうち栄久堂板の「比

良暮雪」を収蔵することができました。同板の八景の中では、

唐崎夜雨とともに最も評価が高い情景で、琵琶湖の湖西に
ぶな

そびえる、雪化粧した 11OOm級の比良山系 （主峰は武奈
だけ

嶽1214m)を中心に据えた構図で描かれた作品です。

ちなみに、保永堂 ・栄久堂板の近江八景および「木曽

海道六拾九次」などの制作にあたっては、広重は事前に

写生旅行として各地に赴＼ヽておリ、現地写生を行＼ヽまし

た。その成果であるスケ ッチブックの＼ヽくつかが現在、
からさき Lばやまち

大英博物館に残されているのですが、唐崎や大津柴屋町

のスケッチなども確認されて＼ヽます。

他にも、近江の各所を訪れ写生していることが同スケッチ

ブックから判明するのですが、残念ながら、現存する冊

子には比良暮雪のスケッチはあリません。もっとも、保永

堂 ・栄久堂板に描写される八景の各景観は、基本的に実

景に即したものとなって＼ヽるので、比良暮雪につ＼ヽても、

広重は現地へ赴き、湖辺に迫る山体の威容を、眼前で写

生した可能性が高ヽと＼ヽえます。

であればこそ、この栄久堂板の比良暮雪において広重

は、それまでの日本の名所絵にはほぼ見られなかった厳

し〈雄大な山岳表現によって比良山系を描くことが出来た

のでしょう。迫真的な険しさを、情景のひとつとして近江

八景に加えたのです。 （学芸員 横谷賢一郎）

参考図版：近江八景図のうち比良暮雪土佐慶琢筆 18世紀本館蔵

※従来の名所絵表現による比良暮雪。 穏やかな山肌と山容で描かれています。
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※濁点は筆者

左上の色紙型の和歌は、 紐鈷

柵笛（1565~1614)が詠んだ
近江八景歌

栄久堂板比良暮雪歌JII広重画天保舷平 (1837) 本館蔵
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